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皮下植込み型除細動器植込み後， 
不適切作動を繰り返した Brugada症候群の 1例
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症例は 45歳男性．失神の既往なく，3親等以内の突然死や Brugada症候群の家族歴を有していな

いが，母および姉妹が SCN5A変異陽性を指摘された．姉は Brugada型心電図が記録され，42歳で

洞不全症候群に対して恒久ペースメーカ植込みを受けていた．健康診断で Coved型 ST上昇を指摘さ

れ精査目的に前医へ入院した．加算心電図陽性，電気生理学的検査では心室細動は誘発されなかった

が，ピルシカイニド負荷後心室細動が誘発された．遺伝子検査では SNC5A変異陽性であり，無症候

性 Brugada症候群と診断された．1次予防目的の植込み型除細動器適応 classⅡ bであり，当院を紹

介され受診した．安静時の心電図スクリーニング検査適合を確認し，胸骨左縁にリードを留置すると

ともに皮下植込み型除細動器の植込みを行い，sensingは primary誘導を選択した．植込み 1ヵ月後

に立位でシャワー中にショック作動があり，当院を受診した．除細動前後の心電図記録から T wave 

oversensingによる不適切作動と診断した．Sensingを Alternate誘導へ変更および運動制限による

対応を行ったが，翌日以降も T wave oversensingによる不適切作動を繰り返した．不適切作動によ

る精神的負荷を考慮し，ショック後のペーシング機能を中止，SMART pass filterを導入し，運動中

の心拍数モニタリングを行うよう指導した．頻度は低下したが，その後も不適切作動を繰り返したた

め，術後 4年の電池消耗に併せて，皮下植込み型除細動器の抜去および経静脈植込み型除細動器の

植込みを行った．以降は，不適切作動なく経過している．Brugada症候群において皮下植込み型除

細動器による不適切作動回避が困難となり，経静脈除細動器の再植込みが必要となった症例につき報

告する．
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遺伝性不整脈（Brugada症候群，QT延長症候群，カテコラミン誘発性多形性心室頻拍など）に対する	
S-ICD植込み症例におけるトラブルシューティングについて

心電図　Vol. 42 SUPPL. 1 2022S-1-34

p34_04a_S_抄録_毛利先生.indd   34 2022/12/14   14:04:04


